
保  健
I 教科、種目の観点

資料作成に当たつては、共通観点の他に、学習指導要領 (平成29年 3月 )とこ示された各教科の目標や内容等に即して検討し、教科独自の観点を定めた。

Ⅱ 選 定資料利 用 上 の留 意 点
1資料の作成に当たつては、設定した観点ごとに、特に目立った事柄を取り上げること。
2利用に際しては、全体を通して総合的に判断し、各教科書の特色をとらえるとともに、地域の実態、その他の条件を考慮して、適正な採択のための資料とすること。
3前記の観点と次表の観点、具体項目とは、対応させて読み取ること。

1教育基本法の理念や第二期長崎県教育振興基本計画の趣旨・内容を踏まえて、豊かな人間性の育成を図る上での特長

教科の特質に応じて、「教育の目的」及び「教育の日標」の達成、「本県教育が目指す人間像」の育成に資する内容、構成となつているか。

ふるさと長崎の伝統・文化や歴史、自然について理解を深める学習に生かせる題材が扱われているか。

2学習指導要領の目標や内容等を踏まえて、確かな学力の育成を図る上での特長

基礎的・基本的な知識・技能が確実に習得されるよう工夫されているか。

知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等が育成されるよう工夫されているか。

主体的に学習に取り組む態度が身に付くよう工夫されているか。

健康の大切さを認識するとともに、家庭や学校における毎日の生活に関心をもち、健康によい生活を続けることについて理解を深める内容、構成になっているか。

年齢に伴う発育。発達の変化及び個人差と思春期の体の変化などについて理解を深める内容、構成になつているか。

心は年齢とともに発達すること及び心と体は相互に影響し合うことや、不安や悩みへの対処の仕方などについて理解を深める内容、構成になつているかと

けがが発生する原因や防止の方法について理解できるようにするとともにtけがの簡単な手当てができるような内容、構成になつているか。

病気の発生要因や予防の方法、喫煙、飲酒、薬物乱用が健康に与える影響についての理解を深めるとともに、地域において保健にかかわる様々な活動が行われて
いることについて理解を深める内容、構成になつているか。

3学習効果や使いやすさ、見やすさ(ユニバーサルデザイン)等の観点からの表記・表現や体裁の特長

文章は、分かりやすく、質・量ともに豊かな記述内容とならてぃるか。

写真、挿絵、図表などは、学習意欲を高めるとともに、学習内容との関連や学習効果に十分配慮されているか。

レイアウトや色彩、文字の大きさ、挿絵の活用、紙質、製本等については、適切に配慮されているか。
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保健

学 研
「もつと知りたい 。調べた
い」というコーナーを設け、
健康に関して多様な観点か
ら、児童が興味をもちやすい

情報を与えることで、幅広い

知識を身に付けることができ
るよう配慮されている。

「体の発育・発達」や「,い の
健康」では、自分の成長を実
感したり、個人差があること
を理解したりすることで、個
性や生命の尊重について考え
られるよう配慮されている。

「よりよい発育・発達のため
に」では、農業・水産業の盛
んな本県において身近な野菜
や魚などをイラス トや写真を
用いて取 り扱 うことで、地産
地消の推進や食育との関連を
図ることができるよう配慮さ
れている。

「けがの発生」では、海の事
故の状況や 自然災害の対応を
グラフを基に学習すること
で、海に囲まれた本県での安
全教育との関連を図ることが
できるよう配慮されている。

光 文
・健康に生きていくために必要

なことを他者とともに考える
コーナーを掲載することで、
自らを律し、規則正しい生活
をしようとする実践的な態度
を養 うことができるよう配慮
されている。

・健康・安全にかかわる身近な課
題を掲載することで、節度あ
る行動をしようとする実践的
な態度を養 うとともに、公徳
心の向上を図ることができる
よう配慮されている。

「自然災害から身を守る」で
は、地震や津波などの自然災
害への対応を学習する資料を
取り扱 うことで、海岸線が長
く、三方を海に囲まれた本県
における安全教育との関連を
図ることができるよう配慮さ
れている。

・ イラス トで地域の人との触れ
合いや自分の地域について調
べる活動を促す資料を掲載す
ることで、本県の地域や郷土
を愛する態度が育つよう配慮
されている。

文教社
・ 日常生ギ舌で起こりそうな事故

や犯罪の場面について考える
「危険予測」のページを設け
ることで、きまりを守り、よ
り良い行動をする実践的な態
度を養 うことができるよう配
慮されている。

「体の発育・発達」では、祖
父母、父母、自分へとつなが
る生命をイメージできるイラ
ス トを提示することで、生命
を尊ぶ態度を養 うことができ
るよう配慮されている。

。「けがの防止」では、 「地域
での安全」として、水の事故
をイラス トで取り扱 うこと
で、海に囲まれた本県での安
全教育との関連を図ることが
できるよう配慮されている。

「体のよりよい発育」では、
バランスのとれた食事の例と
して、農業・水産業の盛んな
本県に関係する野菜や魚など
のイラス トを取 り扱 うこと
で、地産地消の推進や食育と
の関連を図ることができるよ
う配慮されている。

大 日本
事故につながる危険な場面に
ついて、イラス トを用いて体
験的な活動を示すことで、日
常生活の中で周囲の状況をよ
く見極め、危険に早く気付
き、的確に判断し安全に行動
できるよう配慮されている。

「はってん」において、「受
けつがれていく命」「ともに
生きる」の教材を取り扱 うこ
とで、生命を尊び大切にする
態度を養 うことができるよう
配慮されている。

「よりよく育つための生活」
では、給食で用いられる食材
を取 り扱 うことで、多くの種
類の栄養素をバランスよく摂
ることの大切 さについて学習
し、地産地消の推進や食育 と
の関連を図ることができるよ
う配慮されている。

「けがの防止」では、水の事
故べ注意を促す看板や、地震
や津波の際の避難所の写真を
掲載することで、海に囲まれ
た本県の安全教育との関連が
図れるよう配慮されている。

東 書
各章末に学習を広げ、深める
ための資料ページを設けた
り、知識、理解を促す文章や
図、表をステップごとに囲み
で示したりすることで、幅広
い知識を身に付けることがで
きるよう酉己慮されている。

「体の成長とわたし」では、
赤ちゃんの手形や靴の大きさ
と、自分の手や靴の大きさを
比べることで、生命を尊ぶ態
度を養 うことができるよう配
慮されている。

「けんこうというたからも
の」「よりよく成長するため
の生活」等では、本県で盛ん
な農業・水産業に関係する野
菜や魚のイラス トを取 り扱 う
ことで、地産地消の推進や食
育との関連を図ることができ
るよう配慮されている。

・地域の人との触れ合いの様子
のイラス トや写真を多数取り
扱 うことで、地域を調べる活
動を促 し、本県の地域や郷上

今の関心が高まるよう配慮さ
れている。  _
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保健

学 研
各攻目の冒映に字習課題を明
示 し、学習内容や学習の進め
方を見開きで示すことで、基
礎的・基本的な知識・技能を
習得する際の手助けとなるよ
う工夫されている。

・課題を解決する資料 として、
「実際に試 して確 かめる活
動」 「科学的な資料」を設け
ることで、基礎的・基本的な
知識・技能を習得できるよう
工夫されている。

・保健の見方・考え方を働かせ
た学びを促すための吹き出し
を随所に設けることで、思考
力、判断力、表現力等の育成
につながるよう工夫されてい
る。

・課題解決に向け、考え議論 し
た り、資料 を調べま とめた
り、生活につなげたりする多
様な解決方法を示すことで、
思考力、判断力、表現力等の

育成につながるよう工夫 され
ている。

・ 冒頭に学習の進め方を提示 し
た り、課題解決のためのヒン
トを随所に設けた りすること
で、学習への見通 しを持ち、
主体的に学習が進められるよ
う工夫されている。

・基礎的・基本的な学習内容を
基に、「もつと知 りたい 。調
べたい」のコーナーで現代的
な課題を提示することで、意
欲をもつて主体的に学習を進
め られ るよ う工夫 されてい
る。

光 文
・課題解決につながる場面をイ

ラス トで示したり、資料の中
にグラフを用いたりすること
で、基礎的・基本的な知識・

技能を実感を伴つて習得でき
るよう工夫されている。

各章末に「学習のまとめ」の
コーナーを設けることで、学
習内容の振 り返りを行い、基
礎的・基本的な知識・技能が

確実に習得できるよう工夫さ
れている。

・課題解決 に向けた学習過程
で、「すすんで学ぼ う」 「み
んなで学ぼ う」 「学びを深め
よう」の視点を示すことで、
主体的・対話的で深い学びに
向かうよう工夫されている。

各章に 「さらに広げよう深め
よ う」の コーナー を設 け、
「運動 と保健の関連」「心と
体の関係」などを関連付ける
ことで、思考力、判断力、表
現力等が育成 されるよう工夫
されている。

各章の冒頭に、自分の生活を
振 り返る活動を設定し、学習
内容 とのかかわ りをとらえる
ことで、見通 しをもつて主体
的な学習が進められるよう工
夫されている。

「生かそ う伝えよう」「広げ
よう深めよう」のコーナーを
設定することで、学んだこと
を実践的に深めた り、発展的
な学習を主体的に進めた りす
ることができるよう工夫 され
ている。

文教社
・ 生活を振 り返ること、課題に

対 して調べたことや考えたこ
とを書くコーナーを設けるこ
とで、基礎 的・基本的な知
識・技能を確実に習得できる
よう工夫されている。

・学習内容や学習の流れを見開
きで示 し、表やグラフの見方
や資料の着 目の視点を示すこ
とで、基礎 的・基本 的な知
識・技能を習得できるよう工

夫されている。

・ 内容 に応 じた学習過程 を示
し、「やつてみよう」のコー

ナ■に、考えをまとめる欄を
設けることで、思考力・判断
力・表現力等の育成につなが
るよう工夫されている。

・各章末に「わたしの宣言」を
設け、今後の自分の健康や体
力の保持増進について考えを
まとめ、表現することで、思
考力、判断力、表現力等が育
成 され るよ う工夫 されてい
る。

・ 学年に応 じた具体的な活動を
伴 う課題解決の方法を示すこ
とで、学習への動機付 けを
図つた り、見通 しをもちなが
ら主体的に学習 した りできる
よう工夫されている。

F新 しい 自分 に レベルア ン
プ」 「も つ と くわ し く」
「もつ と知 りたい」のコー
ナーを

1設
定することで、主体

的かつ発展的に学習を進める
ことができるよう工夫されて
いる。

大 日本
・身近な生活場面や今 日的な健

康課題について学習するペー
ジでは、実体験を模したイラ
ス トを取 り扱 うことで、実感
を伴つて理解できるよう工夫
されている。

・ 日常生活に運動を取り入れる
ことや適度な運動の大切さを
示すことで、運動と健康の密
接な関係についての知識・技
能の習得が図られるよう工夫
されている。

・ 学習課題を自ら設定できるよ
うに、学習の過程を具体的に
示すことで、学習に必要感を
もち、見通しのある学習を進
めることができるよう工夫さ
れている。

・学習の手順を「課題をつかも
う」 「様々な活動を通して解
決しよう」「活用してふかめ
よう」「毎日の生活に生かそ
う」に分けて設定すること
で、知識 。技能を活用できる
よう工夫されている。

・各章の冒頭で課題を提示 した
後で、学習が受動的にならな
いよう課題解決にせまる体験
的な活動に関係する資料を掲
載す ることで、主体的に学習
できるよう工夫されている。

「もつと知 りたい !」 「ミニ

ちしき」 「はつてん」などの

読み物や資料を提示すること
で、個に応 じて主体的に学習
内容を広げた り、深めた りす
ることができるよう工夫 され
ている。

東 書
・ 各項目末に資料を示 した り、

学習過程において資料の活用
を促すコーナーを設けたりす
ることで、基礎的・基本的な
知識・技能の習得ができるよ
う工夫されている。

・ 学習課題を、調べる・解決す
る場面では、写真を効果的に

示す ことで、必要感 を伴 つ
て、基礎的・基本的な知識・

技能を習得できるよう工夫さ
れている。

・各項 目における学習課題を具
体的に分か りやすく示すこと
で、知識・技能を活用 しなが
ら課題を解決するための見通
しを明確にもつて学びが進め
られるよう工夫されている。

・深 める・伝 える涸程 におい
て、知識・技能を活用 し、筋
道を立てて自分の考えを書い
たり説明した りするコーナー

を設けることで、思考力、判
断力、表現力等が育成される
よう工夫されている。

。生活上の問題点に気付くよう
な写真やイラス トを提示した
り、各章ごとに学習の進め方
を示し記述欄を設けたりする
ことで、主体的に学習できる
よう工夫されている。

「つなげよ う」では、他学
年・他教科 とのつながりを示
した り、 「資料」 「はつて
ん」では、 日常生活 との関連
を図ることを示 したりするこ
とで、主体的に学習を進めら
れるよう工夫されている。
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Ⅲ 保健

・ 「1日 の生活のしかた」で、
規則正 しい生活の大切 さに気
付かせるとともに、 「もつと
知 りたい調べたい」のページ
に詳 しい資料を掲載すること
で、健康な生活についての理
解を深められるよう工夫され
ている。

「体の清けつ」では、手の汚
れ調べの実験や細菌の培養の
写真、衣類の染め出し実験の
写真などを提示することで、
清潔 と健康 との関係を実感を
伴つて理解できるよう工夫さ
れている。

「変化 してきたわたしの体」
では、 4人の人物の変化の様
子を、図と棒グラフを用いて
示すことで、体の発育・発達
は、年齢に伴つて変化するこ
とや個人差があることを理解
できるよう工夫されている。

「大人に近づ く体」 「体の中
でおこる変化」では、同年齢
者や父母の話を示 した り、効
果的なイラス トや写真などを
掲載 した りすることで、男女
の体つきの特徴を理解できる
よう工夫されている。

学 研

「思春期の体の変化」では、
イラス トやグラフ、写真を用
いることで、思春期には体の

中でどのような変化が起きて
いるのかを視覚的にとらえる
ことができるよう工夫 されて
いる。

「よりよい発育のだ務 に」で
は、骨 と運動の関係を写真で
示 した り、楽 しみながら行 う
運動 の資料 を掲載す ること
でヽ体の発育・発達には適切
な運動が必要であることを理
解 できるよ う工夫 され てい
る。

光 文
「けんこうつてなに」 「けん
こうな 1日 の生活」では、健
康である状態を詳 しく示す資
料 で、生活 を振 り返 ること
で、対照的な二人の生活を比
較 しながら、健康な生活につ
いて考えることができるよう
工夫されている。

「身の回 りのかんきょう」で
は、教室の明るさや換気に関
するイラス トを見て問題点を
話 し合 うことで、生活環境を
整えることの大切 さに気付く
ことができるよう工夫 されて
いる。

「体の発育」では、これまで
の自分の身長を記録 していく
コーナーを設けることで、体
の発育は、年齢に伴つて変化
することや個人差があること
が理解できるよう工夫 されて
いる。

「思春期の体の変化」では、
イラス トや写真、図、グラフ
を効果的に提示することで、
年齢による体つきの変化や思
春期の男女の体、特徴を理解
することができるよう工夫さ
れている。

文教社
I体のせいけつ」では、日ら

の 1日 の生活を衛生的な観点
で振 り返 る資料 を掲載 した
り、手に細菌や汚れが残つて
いる写真などを提示 した りす
ることで、体を清潔に保つこ
との必要性を実感的に理解で
きるよう工夫されている。

「けんこ うによい部屋 」で
は、明るさや換気 と健康 との

関係について、対照的な二人
の生活を比較する資料を示す
ことで、生活環境を整えるこ
との大切 さを理解することが
できるよう工夫されている。

大日本
11日 の生活の しかた」で

は、生活を振 り返 りながら問
題を考える内容を取 り扱 うこ
とで、よりよい生活を運動、
食事、休養・睡眠の視点から
見直 し、健康な生活について

具体的に考えることができる
よう二夫されている。

「けん こ うによい生活 かん
きょう」では、イラス トを基
に話 し合い、経験を出し合 う
ことで、健康な生活のために
部屋の換気や明るさの調節が
大切であることを理解するよ

う工夫されている。

「大きくなってきたわたし」
では、様々な図やグラフを基
に自分の身長の変化に気付 く
活動を設けることにより、 自
分の成長が視覚的にとらえや
す くなるよ う工夫 されてい

る。

「大人の体になる じゅんび
①」では、同年齢者や保健室
の先生の話 な どを示す こと
で、個人差があるものの、思
春期における男女の体つきの

変化を理解することができる
よう工夫されている。

東 書
Iけ んこ うとい うたか らも

の」では、生き生きと活動す
る児童の写真やイラネ トを基
に学級で話 し合い、考えを記
述する欄を設けることで、よ
り健康的な暮 らし方について
具体的に考えることができる
よう工夫されている。

「けんこ うによい 1日 の生
活」では、健康状態の異なる
二人の生活を比較する資料を
掲載するこ`とで、望ましい生
活について考え、自らの生活
に生かすことができるよう工

夫されている。

「育ちゆくつたしたちの体」
では、実物大の手形や靴の写
真、人のイラス トを活用した
グラフなどを提示すること
で、自分の成長が視覚的にと
らえやすくなるよう工夫され
ている。

「思春期にあらわれる変化」
では、シルエントから男女の

違いを予想したり、関連する
写真や図、グラフを用いたり
することで、体つきの変化や
男女の特徴について理解でき
るよう工夫されている。 1
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Ⅲ 保 健

学 研
I心 と杯のつなか り」では、
「科学の日」のコーナーを設
け、脳 と体の各部分とがつな
がつていることを科学的に示

すことで、心と体は相互に影
響 し合 うことへの理解が深ま
るよう工夫されている。

「不安や悩み人 の姑処」で
は、具体的な場面を基に話 し
合いながら対処法を見つける
資料を示すことで、不安や悩
みの紺処のために様々な経験
をすることの大切 さを理解で
きるよう工夫されている。

Iけ がの発生」では、字板や
身の回りの地域で起こる事故
の原因をイラス トやグラフを
用いて考えさせることで、事
故が人の行動や環境にかか
わつて発生していることが理
解できるよう工夫されてい
る。

「学校や地域でのけがの防
止」では、危険の予知や環境
整備についての写真を複数提
示することで、事故や犯罪ヘ

の未然防止や適切な対処の方
法を具体的に理解できるよう
工夫されている。

「けがの手当」では、けがの

種類や程度など、状況に合つ
た姑応の仕方を具体的に示し
たり、教科書サイ トを使つて
動画を紹介したりすること
で、簡単なけがの手当の仕方
が実習を通して理解を深めら
れるよう工夫されている。

光 文
1心 の発達」では、 目分の原

長 と人 とのかかわ りの広が り
をイラス トで示すことで、心
の成長は様々な生活経験や学
習を通 して、年齢 とともに発
達することが理解できるよう
工夫されてぃる。

「心 と体の関わ り」では、
「心が体 に及 ぼす影響」 と
「体が′心に及ぼす影響」を分
けて示すことで、心と体は相
互に影響 し合い密接な関係が
あることへの理解が深まるよ
う工夫されている。

|けがの賜止」では、危陳な
行動や安全な秦境について、
生活に密着した図や写真を用
いて考えることで、事故が人
の行動や環境にかかわつて発
生していることやその防上方
法を理解できるよう工夫され
ている。

「犯罪被害の防止」では、被
害に遭いやすい場所を話し
合つたり、イラス トやグラフ
をもとに危険を予測したりす
ることで、犯罪被害を未然に
防ぐ女「識を身に付けられるよ
う工夫されている。

「けがの手当」では、けがと
手当についてイラス トで解説
するとともに、二次元コー ド
を活用し、動画を見ながら実
践できるようにすることで、
けがの手当について理解を深
められるよう正夫されてい

る。

文教社
I心 の発達」では、 心のはた
らきである感情・社会性・思
考力の具体例を示 し、自分の

事 としてとらえることで、心
は年齢に伴つて発達すること
を理解できるよう工夫されて
いる。

「不安や悩みへの対処」で
は、 「様 たな対処方法」 と
「相談を通 して心の健康を保
っこと」の 2項 目で示すこと
で、不安や悩みに紺処するた
めの知識・技能の理解が深ま
るよう工夫されている。

1又本通事故の防止」では、尋
入で交通事故が起こりそうな
場面を示し、その原因を話し
合 うとともに、イラス トやグ
ラフを提示することで、交通
事故の原因を具体的に理解で
きるよう工夫されている。

「地域での安全」では、犯罪
被害が起きやすい場所や場面
をイラス トで示すとともに、
犯罪被害を防止するためのポ
イン トを明記することで、対
処の方法が具体的に理解でき
るよう工夫されている。

「けがの手当て」では、イラ
ス トで簡単なけがの手当ての

仕方を紹介したり、大けがを
した場合など、実際の場面を
想定した資料を示すことで、
けがの手当てや対処の方法に
ついて理解を深められるよう
工夫されている。

大日本
1心 と体のつなが り」では、

体調の良い時 。悪い時の心の

状態 について話 し合 うコー

ナーを設けることで、心は年
齢 とともに発達 し、体と相互
に影響 し合 うことへの理解が
深まるよう工夫されている。

「不安や悩みがあるとき」で
は、不安や悩みの対処法とし
て「体ほぐしの運動」を示す
ことで、不安や悩みの姑処の
ために運動をすることは、心
の健康につながることを理解
できるよう工夫されている。

「犯罪被害から身を守る」で
は、事故や犯罪が起きやすい

場所を話し合 う資料を示すこ
とで、危険を予測し、児童自
身が犯罪から身を守るための

対処の方法を理解できるよう
工夫されている。

|け がの防止」では、始めに
様々なけがの原因を考え、そ
の後(交通事故やけがの防止
を考えさせるという順に資料
を示すことで、けがが発生す
る原因や防止の方法にっいて
理解できるよう工夫されてい
る。

「けがの手当」では、軽いけ
がの手当の仕方をイラス トと
簡単な解説で示すとともに、
パソコンで動画や資料を見な
がら実践できるようにするこ

とで、けがの簡単な手当につ
いて理解が深められるよう工

夫されている。

「犯罪被害の防止」では、危
険な場所を選択 した り、犯罪
が起こりやすい遊び場を比較
させたりする資料を示すこと
で、犯罪被害を未然に防ぐた
めの方法を具体的に理解でき
るよう工夫されている。

I事故やけがの原因」では、
学校や身の回 りの地域で起こ
る事故について、イラス トを
用いて人の行動 と環境の両面
から考えさせることで、事故
は人の行動や環境にかかわつ
て発生 していることが理解で
きるよう工夫されている。

「けがの手当」では、パ ソコ
ンで動画を見ながら実習を行
うことができるようような資
料を掲載することで、けがと
その簡単な手当の方法につい
て、実践的に理解が深められ
るよう工夫されている。

東 書
I心 の発達」では、保健の兄

方・考え方 を働 かせ る発問を

示 した り、資料を基に考える
構成にしたりすることで、人
と自然 との触れ合いの大切 さ
についての理解が深まるよう
工夫されている。

「心と体のつなが り」では、
心 と体の 自己チ ェ ックを行
い、心と体のつなが りを考え
た り、話 し合った りする資料
を示すことで、心と体が相互
に影響 し合 うことへの理解が
深まるよう工夫されている。
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Ⅲ 保健

学 研
I病気の予防」では、顕微銅

で拡大した写真などの資料を
豊富に掲載したり、自分の生
活習慣を振 り返る活動のコー

ナーを設定したりすること
で、病気の起こり方とその予
防の仕方を理解できるよう工

夫されている。

「喫煙の害」では、具体的な
数値を示した図や表、写真を
使つて印象付けたり、喫煙・

飲酒の断り方のロールプレイ
の資料を掲載することで、喫
煙が健康に与える影響につい
ての理解を深めく日常生活ヘ

の実践化を図ることができる
よう工夫されている。

光 文
I喫煙 (飲酒・薬物乱用)の

害」では、その害を写真やイ
ラス ト、グラフから認識でき
るように資料を示すことで、
これらのことが健康に与える
影響についての理解を深める
ことができるよう工夫されて
いる。

「地域の保健活動」では、地
域における保健活動を写真で
提示し、自分たちの住んでい

る地域の保健活動について調
べる活動を促すことで、地域
においても保健にかかわる
様々な活動が行われているこ
とについて理解が深まるよう
工夫されている。

文教社
「生活のしかたと病気①」で
は、予防するための運動の例
や食べ物に含まれる塩分や脂
肪の量を具体的に提示し、そ
の必要性を分かりやすく明示
することで、健康によい生活
習慣の必要性を理解できるよ
う工夫されている。

「喫煙 (飲酒・薬物乱用)の
害」では、豊富な写真やイラ
ス トで健康への害を示すとと
もに、「あなたならどうす
る ?」 において、断り方につ
いて考える問いを示すこと
で、実生活において実践を図
ることができるよう工夫され
ている。

大 日本
「たばこの害と健康」では、
視覚的な資料から受動喫煙の

影響について考えを深める中
で、断り方の口‐ルプレイン

グの資料を「活用」に設ける
ことで、日常生活への実践化
を図ることができるよう工夫
されている。

「地域で行われている保健活
動」では、保健所や保健セン

ターで行つている活動を、具
体的にイメージできるように
イラス トや説明を示すこと
で、地域において保健にかか
わる様々な活動が行われてい

ることについて理解が深まる
よう工夫されている。

東 書
I生活習慣病の予「ノ▼」では、

むし歯や歯周病の起こり方の

資料を提示することで、生活
習慣の違いを比較する活動を
促 し、偏つた食事や間食を避
けたり、口腔の衛生を保つた
りすることの大切さを理解で
きるよう工夫されている。

「地域の保健活動」では、地
域における保健活動について
気付くことができるような写
真を提示することで、家庭や
学校だけでなく地域において
も保健にかかわる様々な活動
が行われていることについて
理解が深まるよう工夫されて
いる。
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Ⅲ
保健

ことで、分かりやすくしてい

る。

・学習内容を 1項 目ごとに見開
き 2ページで構成すること
で、学習内容と学びの手順が
一日で分かるよう工夫されて
いる。

ことで、数量的な変化
から学習内容を理解できる

う配慮されている。

全体的に淡い色づかいで仕」
げることで、落ち着いて学罹
ができるよ う配慮 されてし

る。

多

し

フフ

く掲載 し、
ラ ス

フ、資料を

した統計資料を

A4
グラ

学 研

で、話 し合いや対話などの言
語活動を設定 しやすい内容に
なつている。

ス トを示 した り、多くの資料
を掲載 した りすることで、児
童の学習意欲を高め、理解を
促すよう配慮されている。

・ A4判を採用 して文字を少な
く、イラス トや図表、グラフ

を多く用いることで、児童に
とって内容 を捉えやすい紙面
になるよう配慮されている。

をもたせるイラ・ 学習の必要感

光 文
・文章表現を簡潔にし、重要な

内容は書体の大きさ、太 さを

変更することで、分か りやす
くしている。

・ 多様 な記入欄 を設 けること

、で、書 く活動が設定しやすい

構成になっている。

・役割をもつたキャラクターの

吹き出しや会話を掲載するこ

とで、学習を進めていく手掛
か りとし、課題解決の支援 と
なるよう配慮されている。

字を大きくすると
とめを枠で囲んだ
した りして強調す
視覚的に目立うよ
ている。

A4
ま
け

ヽ
れ
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さ

に
色
と
慮

も

ヽ
こ
配
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り

る

う

文教社

ページで構成することで、学
習内容 と学びの手順が一日で

分かるよう工夫されている。

興味・関心を高め、それぞれ
の内容が分かるように示すこ

とで、課題解決の手がか りと
なるよう配慮されている。

い色づかいをすることで、本
文の文字も見やす くなるよう
配慮されている。

図表は児童の・記号やマーク、

・ AB し、

大日本

・ 目的や内容に応じて、文字の
書体や大きさ、太さを分ける
ことで、要点がつかみやすく
なるよう工夫されている。

クで統一 し、写真や挿絵、
表を大きくすることで、
の流れや内容が一日で分かる
よう配慮されている。

るイラス トもできるだけ淡
く、少ない種類の配色を用い

て印刷することで、読みやす
さと見やすさに配慮されてい

る。

・ A4

を充実させてしで、情報

るこ

る`。

東 書
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